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平
成
五
年
度
の
金

木
町
ス
ポ

ー
ッ
賞
授

与
式
及
び
子
ど
も
会

高
校
生
リ
ー
ダ
ー
感

謝
状
贈
呈
式
が
二
月

ニ
十
八
日
、
役
場
会

議
室
で
行
わ
れ
、
七

十
三
名
に
ス
ポ
ー
ツ

賞
、
四
名
に
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

ス
ポ
ー
ッ
賞
は
、
 

町
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

で
技
術
水
準
、
普
及

活
動
の
向
上
に
つ
と

め
、
町
民
の
健
康
福

祉
に
貢
献
し
、
ス
ポ
 

ー
ッ
振
興
に
多
大
の

功
労
・
功
績
の
あ
っ

た
個
人

・
団
体
に
、
 

ま
た
感
謝
状
は
多
年

に
わ
た
り
子
供
会
活

動
を
し
そ
の
後
高
校

生
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

後
輩
の
指
導
に
あ
た

っ
た
人
に
贈
ら
れ
た

も
の
で
す
。
 

5 午度 金木町スホーッ骨授与式

ら辱 I.,ブ、生―ー ￥ I航 lS、贈白式 平
成
五
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
賞
に
 

七
十
三
名
 

式
で
は
、
角
田
助
役
が
受
賞
者

一
人
一
人
に
表
彰
状
と
記
念
の
メ
 

ダ
ル
や
感
謝
状
を
手
渡
し
、
お
祝
 

い
や
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
掛
け
て
 

い
ま
し
た
。
 

⑥
金
木
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
者
 

田
中
 
孝
章
（
銃
剣
道
）
 

伊
丸
岡
 
晶

（
銃剣
道
）
 

藤
本
 
武
仁

（
銃剣
道
）
 

田
中
 
誠
純

（
相
撲
）
 

中
村
 
陽
仁

（
相撲
）
 

蒔
田
 
雄
市

（
相撲
）
 

津
島
 
和
希

（
相
撲
）
 

沢
田
 
匡
宏

（
相撲
）
 

渋
谷
 
崇
之

（
相
撲
）
 

宮
崎
 
秀
人

（
陸
上
）
 

長
尾
 
潤

（
陸
上
）
 

白
川
 
裕
晃

（
陸上
）
 

田
中
 
和
幸

（
陸上
）
 

工
藤
 
高
義

（
陸上
）
 

小
野
 
貴
史

（相
撲
）
 

原
田
 
雅
仁

（
ス
ギー
）
 

鳴
海
 
英
雄

（
ス
キー
）
 

松
川
 
兼
吾

（
相
撲
）
 

棟
方
 
広
樹

（
相
撲
）
 

沢
田
 
雅
彦
（
相
撲
）
 
 

荒
関
 
龍
栄
（
少
林
寺
拳
法
）
 

飯
塚
 
東

一
 （
少林
寺
拳
法
）
 

小
山
内
由
美

（
陸
上
）
 

相
内
 

崇
（
相
撲
）
 

敦
賀
 

桜

（
陸
上
）
 

秋
元
美
由
紀

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

鎌
田
こ
ず
え

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

川
口
 
陸
美

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

泉
谷
 
千
春

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

白
川
た
つ
み

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

白
川
 
優
雅

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

鳴
海
 
貴
雄
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

中
村
 
浩
二

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

棟
方
 
学

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

山
中
 
誠
也
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

藤
元
 
太
助
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

柳
谷
 
広
貴

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

柳
谷
 
順
人

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

小
野
 
太
樹

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

千
葉
 
行
誠

（
相
撲
）
 

木
田
 
敏
彦

（
ウ
エイ
ト
リ
フ
テ

ィ
ン
グ
）
 

鳴
海
 
忠
幸

（
ス
キー
）
 

古
川
 
純

一
 
（
ス
キ
ー
）
 

蒔
田
 
正
信

（
相
撲
）
 

工
藤
 
勇
蔵

（
銃剣
道
）
 

宮
崎
 
堅
治

（
軟
式
野球
）
 

中
谷
大
佳
宏

（
軟式
野
球
）
 

小
山
内
洋

一
 
（
軟式
野
球
）
 

川
口
 

哲

（
軟式
野
球
）
 

中
谷
 
金
義

（
軟式
野
球
）
 
 

鳴
海
 
隆
弘

（
軟式
野
球
）
 

近
村
 
明
彦
（
軟
式
野
球
）
 

川
口
 

均
（
軟
式
野
球
）
 

阿
部
 

一
博

（
軟式
野
球
）
 

白
川
 
昌
利
（
軟
式
野
球
）
 

加
賀
谷
 
尚
（
軟
式
野
球
）
 

石
戸
谷
貞
助
（
軟
式
野
球
）
 

剛

（
軟式
野
球
）
 

和
弘

（
軟式
野
球
）
 

鉄
也
（
軟
式
野
球
）
 

直
樹

（
軟式
野
球
）
 

建

一
 （
朝
野
球
）
 

順
（
朝
野
球
）
 

弘
男

（
朝
野球
）
 

幸
秀
（
朝
野
球
）
 

光
弘

（朝
野
球
）
 

武
光

（
朝
野
球
）
 

英
樹

（
朝
野
球
）
 

一
三
（
朝
野
球
）
 

佳
孝

（
朝
野球
）
 

順
一
 
（
朝
野球
）
 

白
川
 
国
治

（朝
野
球
）
 

工
藤
弥
三
郎

（朝
野
球
）
 

⑥
金
木
町
子
ど
も
会
 

高
校
生
リ
ー
ダ
ー
表
彰
者
 

津
島
 
明
宏

（
金
 木
）
 

角
田
 
徳
光

（
金
 木
）
 

白
川
 
利
明
（
金
 
木
）
 

木
田
 
敏
彦
（
喜
良
市
）
 

原津蝦藤原工津岩 白秋石開斉泉
田 島名 田 田 藤島村川 元岡坂藤谷 
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●

小
学
校
五
年
男
子
 

第

一
位
 
鳴
海
 
棚
（
嘉
瀬
）
 

第
ニ
位
 
鳴
海
博
一
 
（
嘉
瀬
）
 

第
三
位
 
成
田
収
聴

（
嘉
瀬
）
 

●

小
学
校
五
年
女
子
 

第

一
位
 
吉
崎
美
佳

（
嘉
瀬
）
 

第
ニ
位
 
葛
西
志
帆

（
金木
）
 

第
三
位
 
泉
谷
 
佑

（川
倉
）
 

●

小
学
校
六
年
男
子
 

第

一
位
 
泉
谷
大
介
（
喜良
市
）
 

第
二
位
 
浅
利
 
潤

（
川
倉
）
 

第
三
位
 
小
松
幸
太

（
嘉
瀬
）
 

●

小
学
校
六
年
女
子
 

第

一
位
 
鳴
海
里
江

（
嘉
瀬
）
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きれノいに旗門通過 

第
三
十
六
回
町
民
ス
キ
ー
大
会
 

ニ
ニ
六
名
が
参
加
 

絶
好
の
ス
ギ
ー
日
よ
り
と
な
っ

た
ニ
月
二
十
日
、
町
営
嘉
瀬
ス
そ
 

ー
場
で
第
三
十
六
回
金
木
町
民
ス

ギ
ー
大
会
が
、
二
二
六
名
の
選
手

が
参
加
し
、
 一
一
五
名
を
超
え
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
見
守
る
中
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

大
会
は
、
田
中
町
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
金
木
小
学
校
六
年
斉

藤
江
紘
選
手
が
力
強
い
選
手
宣
誓

し
、
ジ
ャ
ン
プ
、
回
転
、
距
離
、
 

リ
レ
ー
の
各
競
技
に
入
り
ま
し
た
。
 

昨
年
、
雪
不
足
の
た
め
中
止
と
 

第
ニ
位
 
今
 
貴
洋
（
喜良
市
）
 

な
っ
で
い
る
だ
け
に
今
大
会
に
か
 

●
小
学
校
六
年
 

け
る
意
気
込
み
が
各
選
手
に
感
じ
 

第

一
位
 
原
田
 
晃
（
嘉
瀬
）
 

ら
れ
、
応
援
に
駆
け
付
け
た
親
た
 
第

ニ
位
 
白
川
隆
也
（
喜良
市
）
 

ち
も
、
わ
が
子
の
順
番
に
な
る
と
 

●
中
学
校
 

声
を
枯
ら
し
て
の
大
声
援
を
送
っ
 

第

一
位
 
葛
西
伸
哉
（
金
木南
）
 

て
い
ま
し
た
。
 

▼
回
転
競
技
 

大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
。
 

●
小
学
校
四
年
男
子
 

▼
ジ
ャ
ン
プ
競
技
 

第

一
位
 
木
下
雄
太

（
嘉
瀬
）
 

●

小
学
校
四
年
 

第
ニ
位
 
今
 
大
樹

（
嘉
瀬
）
 

第

一
位
 
松
川
剛
大

（
嘉
瀬
）
 

第
三
位
 
黒
川
史
浩

（
嘉
瀬
）
 

第
ニ
位
 
工
藤
章
仁

（
嘉
瀬
）
 
●
小
学
校
四
年
女
子
 

第
三
位
 
山
中
悠
輝

（
嘉
瀬
）
 

第

一
位
 
沢
田
加
奈
子
（
嘉
瀬
）
 

●

小
学
校
五
年
 

第
ニ
位
 
鳴
海
歩
子

（
嘉
瀬
）
 

第

一
位
 
原
田
朋
和
（
嘉
瀬
）
 

第
三
位
 
中
谷
香
織

（
川
倉
）
 
 

第
ニ
位
 
伊
藤
愛
里

（
嘉
瀬
）
 

第
三
位
 
今
 
詩
子
（
喜
良
市
）
 

●

中
学
校
男
子
 

第

一
位
 
斉
藤
健
太
（
金
木南
）
 

第
ニ
位
 
岡
田
賢
弥
（
金
木南
）
 

第
一
一一
位
 
松川
兼
吾
（
金
木南
）
 

●

中
学
校
女
子
 

第

一
位
 
沢
田
春
陽
（
金
木南
）
 

第
ニ
位
 
桑
田
 
歩
（
金
木南
）
 

第
三
位
 
吉
崎
久
実
子
（
金
木南
）
 

●

一
般
男
子
 

第
「
位
 
秋
元
靖
彦
（
金
木
）
 

第
ニ
位
 
白
川
登
喜
雄
（川
倉
）
 

第
ニ
位
 
三
潟
幸
美

（
川
倉
）
 

第
三
位
 
工
藤
友
樹

（
金
木
）
 
第

三
位
 
中
谷
裕
美

（
川
倉
）
 

●

一
般
女
子
 

●
小
学
校
六
年
男
子

第

一
位
 
田
中
み
や
子
（
金
木
）
 
第

一
位
 
桑
田
 
健
（
喜良
市
）
 

▼
距
離
競
技
 

第
ニ
位
 
白
川
大
貴

（
嘉
瀬
）
 

●

小
学
校
四
年
男
子
 

第
三
位
 
浅
利
知
明
（
川
倉
）
 

第

一
位
 
岩
村
暢
寿

（
嘉
瀬
）
 
●
小
学
校
六
年
女
子
 

第
ニ
位
 
鳴
海
大
助
（
喜
良
市
）
 
第

一
位
 
三
潟
麻
衣

（川
倉
）
 

第
三
位
 
野
宮
健
司

（
金
木
）
 
第
二

位
 
棟
方
学
美

（
嘉
瀬
）
 

●

小
学
校
四
年
女
子
 

第
三
位
 
其
田
帆
波

（
嘉
瀬
）
 

第

一
位
 
秋
村
優
子

（
嘉
瀬
）
 
▼
距
離
リ
レ

ー
競
技
 

第
ニ
位
 
小
山
内
恵
美
（川
倉
）
 
●
小
学
校
男
子
 

第
三
位
 
斉
藤
増
重
（
喜
良
市
）
 
第

一
位
 
川
倉
小
学
校
A
 

●

小
学
校
五
年
男
子
 

第
ニ
位
 
喜
良
市
小
学
校
A
 

第

一
位
 
工
藤
槙
悟
（
川
倉
）
 
第

三
位
 
嘉
瀬
小
学
校
A
 

第
ニ
位
 
白
川
雅
海

（
川
倉
）
 
●
小
学
校
女
子
 

第
三
位
 
荒
関
将
臣

（
金
木
）
 

第

一
位
 
川
倉
小
学
校
A
 

●

小
学
校
五
年
女
子
 

第
ニ
位
 
嘉
瀬
小
学
校
A
 

第

一
位
 
原
田
和
子
（
嘉
瀬
）
 
第

三
位
 
川
倉
小
学
校
B
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さっそうとジャンプ 

さあ、ラストスノくートだ／ 
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r、 

と
う
と
う
金
木
町
に
も
外
国
産

米
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
消
費
者

と
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
不
安
の
あ

る
外
米
で
す
が
、
今
年
の
新
米
が

出
回
る
秋
ま
で
は
国
内
産
米
の
単

品
は
無
く
な
り
、
す
べ
て
の
米
に

外
米
が
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
必
然
的
に
外
米

と
の
ブ
レ
ン
ド
米
を
食
べ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
調

理
方
法
を
研
究
し
て
外
米
と
上
手

に
付
き
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

外
国
産
米
が
や
っ
て
き
た
 

戦
後
最
悪
の
冷
害
と
な
っ
た
平

成
五
年
の
水
稲
被
害
状
況
が
産
業

課
の
調
べ
に
よ
り
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
冷
害
に
よ
り
大
打
撃
を
受
け

た
水
稲
は
、
最
終
的
作
況
指
数
が

県
平
均
で
ニ
十
八
、
金
木
町
は
こ

れ
を
下
回
り
十
七
と
北
郡
で
は
市

浦
、
小
泊
に
次
ぐ
低
さ
と
な
り
ま

し
た
。
 

作
付
け
面
積

一
、
六
四
〇
』
の

う
ち
ほ
と
ん
ど
が
七
〇
％
以
上
の

被
害
を
受
け
て
お
り
、
被
害
減
収

量
九
、
九
八
〇
t
、
 一
嘱
当
り
一
一
 

昏
m
皇
『
に
」小
る
水

稲

被
皇
『
 

一
」
ひ
そ
《
一
」
レ倍
叫円
 

六
八
円
で
計
算
す
る
と
被
害
額
は

二
六
億
七
、
五
〇
〇
万
円
。
わ
ず

か
に
生
産
さ
れ
た

一
三
t
の
米
に

も
品
質
低
下
等
に
よ
り
二
、
二
〇

〇
万
円
の
被
害
が
あ
り
、
合
わ
せ

て
約
二
七
億
円
に
の
ぽ
る
被
害
と

な
り
ま
し
た
。
 

昭
和
五
十
五
年
の
冷
害
に
よ
る

被
害
を
大
幅
に
上
回
っ
た
今
回
の

冷
害
は
、
農
家
の
み
な
ら
ず
一
般

町
民
に
も
大
き
な
打
撃
を
与
え
ま

し
た
。
今
年
は
冷
害
に
な
ら
な
い

こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。
 

	 HIIlIlH川川II 広報かなぎ ④ 

フJレンド米とタイ産米 

ポイント国 

／ヘ キチンと米を計ります 
炊飯器に・ついている計量カップでキ

チンと米を計りましょう。 

1カッフ’(180cc ）の米の重量は、国

内産米では約160g 、外国産米のジャポ

ニ：．カ種で’約150-155g 、インテ‘ィカ種

で約145 g で’す。 

同じカップで水加減をしますから最

初が肝心です 

ポイント② 

手早く米を洗います 
外国産米でも国内産米と同じように

洗います。 

洗米は、米の表面についているヌカ

などを洗い流すことが目的ですから、 

手早く行うことがコツです。洗米をゆ

っく りするとせっかくのごはんがヌカ

臭くなります。 

ポイント固 

おいしさの決め手一水加減 
おいしいごはんを炊くには水加減が

大切です。 

国内産米を炊く時の水加減は、重量

比で米Iに対し 1.4~i .45 を目安にし

ていますが、いろいろ試した結果外国

産米で1ま、米 1に対し1.5-1.55（ジャ

ポニカ種）~1.6（インディカ種）が目

安です。 

ですから、外国産米の水加減は、国

内産米より少し多い水加減になります。 

米（カップ） 水（カップ 容量比 

国 内 産 米 1 1 	1/5 20％増 

ジャポニカ種 1 1 	1/4 25%i 
インデイカ種 1 1 	1/4強 30％増 

ポイント囚 
ふっ＜らごはんのために
米を水にねかせます 

ふっくらごはんを炊くコツは、米粒

の中心まで充分に水を吸わせることです。 

国内産米で、夏場は30分位。冬は 1 
~2時間。外国産米のジャポニカ種でー 

は、国内産米と同様な浸漬時間ですが

インテ’ィカ種の米（20~ 30％のフ’レン

ドの場合を含む）の場合には、若干浸

漬時間を長くしたほうが良いでしょう。 

また、時間のない時は、40で位のぬる

ま湯を用いると冬でも 1時間位で大丈

夫です。 

ねかせた後はもう一度水を取り替え

ましょう。 

ポイント国 
あわてず、さわがず 

じつくり蒸らす 
蒸らしは自動炊飯器でもおいしく炊

くポイントのーつです。蒸らしの工程

が入っていない炊飯器の時は、そのま

ま10-15分ほどおいてください。 

ポイント回 
しやもじでほぐし 

最後の仕上げ 
蒸らしが終っても炊き上がったまま

にしておくと蒸れ固まって、まずくな

ってしまいます。底の方からごはんを

つぶさないように混ぜ、余分な水分を

逃しましょう。 

輸入米のおいしい炊き方 
世界で生産されている米は日本型の中・短粒（ジャポニカ） 

種とインド型の長粒（インテ’ィカ）種に大別されます。 
インド型の米（タイ米）は長粒で細く、炊いたときのごはん

は粘りが少ないのが特徴です。これに対して、日本型の米（ア

メリカ米、中国米、オーストラリア米）は、粒が短くて太く、 

炊く と粘りがあるのが特徴です。 

タイプが少し違う外国産米でもちょっとした工夫で日本のご

はんに近い味が味わえます。 

ひと《宙認是 

残りごはんの保存法とおいしい食べ方 
外国産米のジャポニカ種のごはんは、国内産米のごはんと同様な保存方

法で大丈夫です。インテ“’ィカ種20-30％を含んだごはんも同様です。 

炊きたてのごはんを人肌まで冷まして 1食分ずつラップに包み、冷凍保

存します。なお、インディカ種だけで炊き上げたごはんについては、同様

の保存をしても粘りが少なくなりますので、白米で食べるよりその特長を

活かした調理で使用することがよいでしょう。 



備品収納庫 準備室 総ヒバ造りのドア 
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▲新築された準備室等 

中
央
公
民
館
 

改
修
工
事

完
成
間

近
 

今
年
一
月
か
ら
行
わ
れ
て
い
た

中
央
公
民
館
の

一
部
改
修
工
事
が

ほ
ぼ
終
わ
り
、
四
月
一
日
か
ら
利

用
で
き
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
 

公
民
館
は
各
種
大
会
、
会
合
は

じ
め
冠
婚
葬
祭
な
ど
多
種
多
様
に

利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

大
ホ
ー
ル
を
利
用
す
る
会
合
や
冠

婚
葬
祭
は
年
々
そ
の
参
集
人
数
も

増
加
し
、
ホ
ー
ル
が
手
狭
に
な
っ
 
 た

こ
と
か
ら
今
回
の
改
修
工
事
と
 

な
っ
た
も
の
で
す
。
 

改
修
さ
れ
た
ホ
ー
ル
は
、
 一
五
 

・

三
坪
広
く
な
り
、
今
ま
で
結
婚

披
露
宴
で
二
七
〇
人
し
か
収
容
で

き
な
か
っ
た
の
が
三
〇
〇
人
ま
で

収
容
で
き
る
広
さ
に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
ホ
ー
ル
北
側
に
準
備
室
、
 

備
品
収
納
庫
、
ゴ
ミ
置
場
等

一
九
 

・

四
坪
の
建
物
を
新
築
。
今
ま
で
 
 備

品
が

一
杯
で
狭
か
っ
た
舞
台
の

楽
屋
が
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
 

総
工
事
費
二
，
二
〇
〇
万
円
を

投
じ
た
改
修
工
事
。
各
種
会
合
は

も
ち
ろ
ん
、
町
活
性
化
の
礎
に
す

る
た
め
ス
タ
ー
ト
し
た
公
民
館
ブ

ラ
イ
ダ
ル
が
軌
道
に
乗
っ
て
き
て

い
る
だ
け
に
ま
す
ま
す
利
用
頻
度

が
高
ま
り
そ
う
で
す
。
 

国
民
年
金
情
報
 

四
月
か
ら
国
民
年
金
の

保
険
料
が
変
わ
り
ま
す
 

国
民
年
金
の
保
険
料
が
四
月
か

ら
、
月
額

一
一
？
一
〇
〇
円
に
変

わ
り
ま
す
。
 

国
民
年
金
が
支
給
す
る
基
礎
年

金
は
、
加
入
者
が
納
め
る
保
険
料

と
国
庫
負
担
に
よ
っ
て
ま
か
な
う

し
く
み
に
な
っ
て
お
り
、
年
金
額

の
改
善
に
伴
い
、
給
付
と
負
担
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
、
保
険
料

は
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
 

国
民
年
金
が
健
全
に
運
営
さ
れ
、
 

世
代
間
の
公
平
な
負
担
が
保
た
れ

る
よ
う
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
に

ご
理
解
と
ご
協
カ
を
お
願
い
し
ま

す
。
 

な
お
、
付
加
保
険
料
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
月
額
四
〇
〇
円
で
す
。
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金木町青少年育成町民大会 第
一
回
金
木
町

青
少

年
育
成
 

町

民
大

ム
云
開催
 

去
る
二
月
十

一
日
、
中
央
公
民
 
館
で
 
「第

一
回
金
木
町
青
少
年
育
 

問題提起するパネラーの皆さん 

古
川
純

一
選
手
健
闘
十
九
位
 

リ
レ
ハ
ン
メ
ル
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ツク
 

成
町
民
大
会
」
 
が開
催
さ
れ
ま
し

た
。
 

大
会
は
、
ニ
十

一
世
紀
の
金
木

町
の
担
い
手
と
な
る
青
少
年
の
教

育
課
程
を
探
り
課
題
解
決
の
方
法

を
考
え
、
さ
ら
に
町
民
挙
げ
て
青

少
年
教
育
の
推
進
に
当
た
る
決
意

を
す
る
目
的
で
第

一
回
目
の
テ
ー
 

マ
を
「
子
供
を
宝
と
し
て
大
切
に

育
て
る
町
金
木
町
」
ー
学
校
、
家

庭
、
地
域
の
役
割
ー
と
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

当
町
上

山
道
町
在

住
の
葛
西

や
え
子
さ
 

が
、
東
 

京
都
葛
飾

の
木
綜
蔵

で
一
一月
一
一

十

一
日

ー
 

二
十
六
日

ま
で
の
六

日
間
、
津

軽
裂
織
の

作
品
展
を
 

最
初
に
青
少
年
育
成
青
森
県
民

会
議
の
前
田
安
三
専
門
指
導
員
が

講
演
。
続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル

デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
金
木
警

察
署
防
犯
係
長
は
じ
め
P
T
A
会

長
な
ど
各
分
野
の
パ
ネ
ラ
ー
の
皆

さ
ん
が
問
題
を
提
起
。
こ
の
日
集

ま
っ
た
フ
ロ
ア
ー
の
皆
さ
ん
と
討

議
し
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
助
言
者
と
し
て
招
か

れ
た
藤
田
信
範
金
木
南
中
学
校
長

ら
が
、
こ
の
大
会
を
契
機
に
横
の

連
絡
を
取
り
合
い
、
町
民
挙
げ
て

青
少
年
育
成
を
推
進
し
、
よ
り
良

い
町
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
と
し
め
く
く
り
ま
し
た
。
 

開
き
ま
し
た
。
 

葛
西
さ
ん
は
、
素
朴
さ
と
ぬ
く

も
り
、
独
特
の
色
合
い
に
魅
せ
ら

れ
十
年
ほ
ど
前
か
ら
津
軽
裂
織
を

始
め
、
五
年
前
か
ら
自
宅
に
工
ー
房

を
構
え
活
動
し
て
い
ま
す
。
古
着

な
ど
の
木
綿
を
手
で
裂
き
、
草
木

染
め
な
ど
し
て
か
ら
地
機
で
平
織

り
に
す
る
と
い
う
手
間
の
か
か
る

裂
織
で
す
が
、
古
い
物
を
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
こ
と
で
ま
っ
た
く
違
っ

た
新
し
い
物
が
で
き
た
と
き
の
喜

び
が
た
ま
ら
な
い
と
い
い
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
自
分
で
作
っ
た
作
品
 

四
年
に
一
度
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
ォ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
当
町
喜
良
市

川
端
町
出
身
の
古
川
純

一
選
手
が

初
出
場
な
が
ら
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複

合
競
技
で
十
九
位
と
健
闘
し
ま
し
 ,

 

を
置
い
て
も
ら
っ
て
い
た
木
綜
蔵

で
初
め
て
の
作
品
展
を
開
く
こ
と

に
な
っ
て
不
安
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
が
い
ざ
東
京
に
出
て
見
て
、
新

し
い
物
で
な
く
ロ
ー
カ
ル
な
物
が

好
ま
れ
る
な
ど
都
会
の
感
覚
の
違

い
を
肌
で
感
じ
た
そ
う
で
す
。
 

葛
西
さ
ん
は
「
今
回
の
作
品
展

で
何
か
が
見
え
て
き
た
よ
う
な
感

じ
が
し
ま
す
。
古
い
物
を
大
切
に

す
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
り
ま
す
己
と
、
ま
す
ま

す
張
り
切
っ
て
い
ま
し
た
。
 
 

た
。
 

古
川
選
手
は
複
合
前
半
の
ジ
ャ

ン
プ
で
一
本
目
は
八
〇
・
五

m
に

留
ま
っ
た
も
の
の
、
二
本
目
で
下

か
ら
吹
き
上
げ
て
き
た
風
に
う
ま

く
乗
り
九
三

m
の
大
ジ
ャ
ン
プ
で

最
長
不
倒
を
マ
ー
ク
、
飛
型
点
も

二
〇
点
満
点
が
出
る
な
ど
、
八
位

と
大
健
闘
。
翌
日
、
後
半
の
距
離

を
ト
ッ
プ
と
二
分
五
六
秒
差
で
ス

タ
ー
ト
。
最
終
的
に
十
九
位
と
入

賞
は
逃
し
た
も
の
の
金
木
魂
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
競
技
日
本

チ
ー
ム
で
最
年
少
な
が
ら
大
舞
台

で
並
み
居
る
強
敵
を
相
手
に
最
長

不
倒
を
マ
ー
ク
す
る
な
ど
大
物
ぶ

り
を
発
揮
。
四
年
後
の
長
野
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。
 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
と
い
う
小

さ
い
頃
か
ら
の
夢
を
実
現
さ
せ
た

古
川
選
手
。
ま
た
新
た
な
目
標
に

向
か
っ
て
進
ん
で
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
今
回
の
経
験
を
生
か
し
、
 

次
の
大
会
目
指
し
て
頑
張
っ
て
下

さ
い
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。
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彰
状
 

＋
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金木町議会 

優良町村議会として全国表彰 

おいしかったよお餅 

第 1保育所 

一人暮らし老人に 
ふれあい弁当 

生演奏をあなたに 

第2回フアミリーコンサ・小 

地
方
自
治
の
本
旨
に
そ
っ
て
議

会
運
営
の
向
上
に
努
め
、
住
民
福

祉
を
増
進
し
た
功
績
に
よ
り
、
金

木
町
議
会
が
全
国
町
村
議
会
議
長

会
か
ら
優
良
町
村
議
会
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

青
森
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
か

れ
た
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
 

旧
正
月
の
二
月
十
日
、
第

一
保

育
所
で
母
の
会
主
催
の
餅
つ
き
大
 
 会

の
席
上
で
県
町
村
議
会
議
長
会

長
か
ら
小
田
桐
喜
吉
金
木
町
議
会

議
長
に
優
良
町
村
議
会
の
表
彰
状

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
 

受
彰
者
を
代
表
し
謝
辞
を
述
べ

た
小
田
桐
議
長
は
 
「長
い
歴
史
の

中
で
優
良
議
会
に
選
ば
れ
た
こ
と

は
大
変
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
 

長
 
こ
れ
も
ひ
と
え
に
先
輩
議

磁

員
の
今
ま
で
の
努
力
の
結

佃
 果
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
 

剣

今
後
と
も
町
発
展
の
た
め

討

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
 

警
「
務」
讐誘
 

「

」
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
 

会
が
行
わ
れ
、
子
供
た
ち
は
楽
し

い
一
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
 

冷
害
の
た
め
餅
つ
き
大
会
を
行

う
か
ど
う
か
迷
っ
た
も
の
の
、
母

の
会
が
準
備
を
進
め
、
子
供
た
ち

の
た
め
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
 

子
供
た
ち
は
、
大
き
な
ギ
ネ
を

持
っ
て
フ
ー
フフ
ラ
し
な
が
ら
も
お

母
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
ペ
ッ
タ
ン
、
 

ペ
ッ
タ
ン
。
で
き
た
て
の
餅
を
き

な
粉
や
の
り
を
巻
い
て
お
い
し
そ

う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
ほ
ど
、
町
と
社
会
福
祉
協

議
会
が

一
人
暮
ら
し
老
人
の
皆
さ

ん
に
、
手
作
り
の
お
弁
当
を
食
べ

て
も
ら
お
う
と
六
十
五
歳
以
上
の
 

町
民
の
皆
さ
ん
に
生
の
演
奏
を

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
商
工
会

青
年
部
が
中
心
と
な
り
、
 
「第
一
一
 一

人
暮
ら
し
老
人
二

一
一
名
を
対

象
に
 
「一
人
暮
ら
し
老
人
配
食
サ
 

ー
ビ
ス
」
を
行
い
ま
し
た
。
 

配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
町
連
合
婦

人
会
、
日
赤
奉
仕
団
の
協
力
を
得
 

「
ふ
れ
あ
い
弁
当
」
 
と名
付
け
ら

れ
た
手
作
り
弁
当
を
作
っ
て
も
ら

い
、
民
生
委
員
と
（
ル
パ
ー
が
担

当
区
域
の

一
人
暮
ら
し
老
人
宅
を

一
軒
一
軒
尋
ね
手
渡
し
ま
し
た
。
 

弁
当
を
受
け
取
っ
た
老
人
は
 
「
 

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
さ
っ

そ
く
ご
ち
そ
う
に
な
り
ま
す
己
と

真
心
の
こ
も
っ
た
弁
当
を
喜
ん
で

い
ま
し
た
。
 

回
金
木
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
 

ト
」
が
一
一月
一
一
十一
一
日
、農
業
者

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
 

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
海
上
自
衛
隊

大
湊
音
楽
隊
が
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
ヒ

ュ
ー
ス
ト
ン
の
デ
ビ
ュ
ー
曲
 
「す

べ
て
を
あ
な
た
に
」
や
吉
幾
三
の
 

「酒
よ
」
、
テ
レ
ビ

・
ア
ニ
メ
 
「
 

ク
レ
ョ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
」
 
や
映画
 

「
ロ
ッ
ギ

ー
」
の
テ
ー
マ
曲
な
ど

を
演
奏
。
悪
天
候
を
よ
そ
に
集
ま

っ
た
約
四
〇
〇
人
の
町
民
は
オ

ー
 

ケ
ス
ト
ラ
の
生
演
奏
に
酔
い
し
れ

て
い
ま
し
た
。
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▲栄商事のみなさん 

みんな元気でした 
▼今井産業のみなさん 

ご感想を記入のうえ 

〒O37-O2 

金木町大字金木字朝日山323 

金木町役場企画室 

までご応募下さい。 

応募の締切は 4 月 5 日当日消印有 

効。当選者の発表は 4 月号に掲載し 

ます。 

2月号の答 地吹雪 

当選者は次の 3名です。 

喜良市 大 橋 潔 枝さん 

中柏木 原 田 千 穂さん 

喜良市 伊丸岡 優 希さん 

たくさんのご応募、貴重なご意見有 

難うございます。今回当選しなかっ 

た方もこれにめげずどしどしご応募 

ください。 

ふるさと発見 
~ Q ・  金木町から初めてオリ ノピソ  ク 

I に出場した古川純一選手。古川選手 

~ が出場した種目は何でしょっ。 

I 正解者の中から抽選で3 名様に素 

i 敵な記念品を差し上げます。どんど 

I ん応募して下さい。 

~ 応募方法 

~ ハカ’”キに住所、氏名、年齢、職業、 

i 電話番号を記入のうえ 

①クイズの答②今月号のよかった記

事③つまらなかった記事〈④）ご意見・ 

ズ イ 

出
稼
農
業
者
事
業
所
訪
問
 

関
東
の
ニ
事
業
所
 

平
成
五
年
度
の
出
稼
農
業
者

就

労
事
業
所
訪
間
が
、

二
月
二
十
六

日
と
一
十
七
日
の
二
日
間
に
わ
た

っ
て
関
東
中
心
に
行
わ
れ
た
。
 

訪
間
し
た
の
は
金
木
町
長
（
田

中
勇
治
）
、
金
木
町
農
業
委
員
会

長

（
中
谷
肇
）
ら
三
人
で
、

二
十

六
日
は
東
京
都
江
戸
川
区
の
囲
栄

商
事

（
津島
文
夫
さ
ん
外
二
十
一
一

名
）
ゴ

ー
十
七
日
は
埼
玉
県
松
伏
 
 町

の
今
井
産
業

（
三
潟
鶴
清
さ
ん

外
六
名
）
を
訪
間
し
、
指
導
相
談

会
を
開
催
し
た
。
 

相
談
会
で
は
、
田
中
町
長
が
町

政
全
般
に
関
す
る
事
業
等

の
状
況

報
告
に
つ
い
て
、
中
谷
会
長
が
冷

害
に
伴
う
小
田
川
土
地
改
良
区

の

賦
課
金
の
緩
和
措
置
に
つ
い
て
、
 

農
業
委
員
会
事
務
局
か
ら
農
地
流

動
化
対
策
事
業
、
水
田
営
農
活
性
 
 化

対
策
の

平
成
六
年
度
転
作
等
目

標
面
積
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た

後
、

い
ろ
い
ろ
な
話
し
合
い
が
持

た
れ
た
。
 

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。
 

①
側
溝
整
備
に
つ
い
て
活
発
に
行

っ
て
い
る
が
、
 】
部
実
施
し

て
い

な
い
所
も
あ
る
の
で
早
急
に
行
っ

て
ほ
し

い
。
 

②
金
木

川
改
修
事
業
に
つ
い
て
の

状
況
が
ど

の
よ
う
に
な
っ

て
い
る

の
か
。
 

③
夏
祭

り
等
の
盛
り
上
が
り
を
も

っ
と
盛
大
に
行
っ
た
ら
ど
う
か
。
 

④
総
合

運
動
公
園
の
施
工
状
況
に
 
 つ

い
て
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る

の
か
。
 

以
上
の
よ
う
な
質
疑
、

要
望
が
出

さ
れ
、
出
席
者
全
員
で
活
発
な
意

見
交
換
が
な
さ
れ
た
。
 

ま
た
、
各
事
業
所

と
も
出
稼
就
 

)
 

労
者
に
対
し
て
、
安
全
衛
生
、
宿

舎
施
設
、
福
利
厚
生
、
食
事
等
に

関
し
て
充
分
な
気
遣
い
を
し
て
お

り
、
安
心
し

て
就
労
で
き
る
よ
う

配
慮
さ
れ
て
い
た
。
 

（
報
告
廿
金
木
町
農
業
委
員
会
）
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にんじん 	 10og 

油 	 大・サジ1 

調味料 

砂糖 	 小サジ1 

しょう油 	 大サジl.5 

酢 	 小サジ1~2 

作り方 

①いわしの腹ワタをとり洗って水けを

切リ、素焼きにし，身をあらくほぐ

す。 

②大根、にんじんは皮をむき、 5 cm長

の千切りにする。 

③鍋に油を熱して野菜をいため、いわ

し、調味料を入れていため煮し、お

ろしぎわに酢を加える。 

●ボイルドエッグだしわりじょうゆ 

料
（

4人
分
）
 

材
 

100 g 

大・サジ1 

41固 

4カ・ノフ’ 

大サジ3 

小サジ1 

150 g 

卵 

「湯 

⑧ I f 

ほうれん草 

だしわリじょうゆ 

A三こ、「だし汁 	 40cia 

ー lしょう油 	20cc 

作り方 

①④を煮立て、卵を割ってーつずつ落

とし入れ、半熟になったら玉じゃく

しですくって水にとる。 

②ほうれん草はゆでて 3 cm長に切る。 

③卵、ほうれん草を器にとり、⑧のた’ 

しわりじょうゆをかける。 

●いためなます 

材 料（ 4 人分） 

いわし 	 2尾 

大根 	 (300 g 

Ui, 

食
生
活
改
善
 

推
進
貝
の
 

土
岐

京
子

さ
ん
 今回は誰にも簡単で手軽にできる料理

です。皆さんもどうぞお試し下さい。 

へ
 

(
 

金
木
病
院
力
ル
テ

⑨
 

レ
ン
ト
ゲ
ン
の
信
頼
と
脅
威
 

外
科
医
長
 
唐
 
牛
 
忍
 

あ
な
た
の
善
意
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
 

一
般
に
 
「レ
ン
ト
ゲ
ン
」
 
と
い

え
ば
皆
様
ご
存
知
の
と
お
り
、
重

要
な
診
断
の

一
方
法
で
す
が
、

と

き
に
は
必
要
悪
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
今
回
は
述
べ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
 

レ
ン
ト
ゲ
ン
は
今
か
ら
お
よ
そ

百
年
前
の
一
八
九
五
年
に
ド

イ
ツ

の
物
理
学
者

レ
ン
ト
ゲ
ン
が
発
見

し
そ
の
名
が

つ
け
ら
れ
、
当
初
は

未
知
の
放
射
線
で
あ
っ
た
た
め

x
 

線
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

x
線

フ
ィ
ル
ム
と
か
放
射
線
科

と
い
う

呼
び
名
は
こ
れ

に
由
来
し
ま
す
。
 

こ
の
レ
ン
ト
ゲ

ン
線
は
最
初
は
骨

の
よ
う
な
硬

い
組
織
を
写
す
の
に

良
く
用
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

後
バ
リ
ウ
ム
な
ど
の
造
影
剤
の
発

達
に
よ
り
全
身
の

い
た
る
と
こ
ろ

に
応
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
最

近
で
は
精
密
検
査
と
い
え
ば

レ
ン

ト
ゲ
ン
撮
影
や
透
視
を
指
す
ま
で

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
こ
れ
ら
の
レ
ン
ト
ゲ

ン
 
 を

利
用
し
た
検
査
で
は
判
ら
な
い

病
気
も

た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
の
一

方
で
体
に
危
険
の
少
な

い
検
査
法

も
種

々
考
案
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
 

そ
れ
に
は
内
視
鏡

（
い
わ
ゆ
る
胃

や
腸
の
カ

メ
ラ
）
は
も
と
よ
り
超

音
波
検
査
や

M
RI
（
磁
気
を
利

用
し
た
画
像
検
査
、
脳
や
脊
髄
の

診
断
に
有
効
）
な
ど

が
あ
り
、
近

い
将
来
は
こ
れ
ら
が
よ
り
有
効
で

苦
痛
が
少
な
く
、
料
金
も
安

い
検

査
法
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
 

確
か
に
現
時
点
で
は
最
も
信
頼

で
き
る
診
断
の
補
助
に
な
る
の
は

レ
ン
ト
ゲ
ン
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん

が
、
そ
の
被
爆
量
も
大
変
な
も
の

で
す
。
例
え
ば

一
回
の
胃

・
腸
の

透
視
で
は
人
間
が

一
年
に
浴
び
る

自
然
被
爆
量
を

浴
び
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
体

の

c
Tな
ど
も
同
様

で
、
あ
ま
り
に
も
多

く
の
レ

ン
ト

ゲ
ン
検
査
を
受
け
る
と
原
発

事
故

と
同
じ
く
白
血
病
や
ガ

ン
が
発
生
 
 す

る
危
険

性
も
高
く
な
り
ま
す
。
 

私
達
医
師
も
そ
う
い
う
観
点
か
ら

必
要
の
な
い
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査
は

避
け
る
方
向
に
あ
り
ま
す
が
、
皆

さ
ん
も
精
密
検
査
、
イ
コ
ー
ル
何

で
も
 
「レ
ン
ト
ゲ

ン
」
と

い
う
盲

信
は
や
め
て
医
師
の
適
切
な
指
示

に
し
た
が
い
、
今

一
度
レ
ン
ト
ゲ

ン
と
い
う
も
の

に
つ
い
て
考
え
直

し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 
 

▼
岩
田
ま
り
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）
 

太
宰
文
学
振
興

に
と
 

一
〇
〇
？
〇
〇
〇
円

寄
附
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。
 

岩
田
ま
り
（
本
名
廿
岩

田
ま
り
子
）
 

さ
ん
は
当
町
喜
良
市
東
岩
見
町
出

身
で
、
現
在
神
奈
川
県
横
浜
市
に
 
 在

住
。
六
ツ
川
高
校
に
勤
務
す
る

傍
ら
詩
人
と
し
て
活
躍
。
 
「あ
な

た
と
い
る
時
間

」
「
千
の
水
道
橋
」
 

な
ど
の
詩
集
を
出
版
。
 

趣
旨
に
沿
う
よ
う
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
 。

 

⑨ 広報かなぎ川川111111 ”・ 



、
J
，
‘
 
、
ー
 

ノ
 

『
、
 

 一
お
ら
ほ

の仲
間
つ
こ
 

が金
木
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
 

ガ
 

一
 

ー
ト
が
な
く
ト
レ
セ
ー
 

ン
で
テ
ニ
ス
教
室
、
 一

日
曜
日
な
ど
他
町
村

一

の
コ
ー
ト
で
練
習
・

一

大
会
を
開
催
し
、
夏

一

に
は
練
習
の
あ
と
、
 一

み
ん
な
で
海
に
遊
び
一
 

みんなでテニスを楽しもう 

戸
籍の窓
 
お
し
あ
わ
せ
に
 

（
川
口
 
尋
永

（
新
造
）蒔
 
田
 

「渋
谷
 
仁
美

（
徳
）

稲
垣
村
 

（
伊勢
田
博
仁
（
岩
之
助
）
む
つ
市
 

「加
賀
谷
み
ち
よ
（
正
三
）
金
 木
 

（
相
馬
 新
一
（
勇
一
）鯵
ケ
沢
町
 

「長
尾
真
紀
子
（
久

）
金
 
木
 

お
く
や
み
 

こ
の
欄
は
、
金
木
町
に
住
所

を
有
し
て
い
る
方
々
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
し
な

い
方
は
町
民
課
窓
ロ
に
届
出
の

際
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

に
い
っ
た
り
、
プ

ー
ー
 

タ
ロ
ー
村
で
一
泊
し
ー
 

て
の
大
会
な
ど
楽
し

一

か
っ
た
！
」と
が
思
い
一

出
さ
れ
ま
す
o

ま
た
一

県
民
大
会
で
準
優
勝
、
一

三
位
な
ど
健
闘
し
て
一
 

い
ま
す
が
、
 

誰
で
も
気
軽
に
 

楽
し
め
る
ク
ラ
ブ
 

ニ
月
届
出
分
 

い
ま
す
が
、
悲
願
の
優
勝
は
ま
だ
ー
 

お
預
け
の
状
態
で
す
。
 

一
 

お
め
で

と
う
 

れ

1
 

カ
 

桑
田
 

弗

推
（
一
仁
）
金

中
谷
 

押

加
（
吉
範

）
川
 

ケ

（8
0オ
）
嘉
 
瀬
 

》
 

由

（7
6オ
）
嘉
 
瀬
 

や
（
8
6才
）
中
柏
木
 

（
釦才
）
嘉
 
瀬
 

ト

（9
7才
）
金
 
木

勝

（8
9才
）
喜
良
市
 

大

屋
 
潤
圭
（
正
彦

）
 

角
田
 

知
弥

（
武
久
）
 

大
佐
賀
雄

舞
（
尋
嗣
）
 

斉
藤
 

け
、
麗
（
 
一
 
）
 

津
島
 

心
城
（
和
人

）
 

成
 
田
 
華
菜

（
芳
謹
）
 

企画室からお知らせ 

企画室では、町民の皆様

からホットな話題の提供を

お待ちしています。 

どんなささいな事でもか
まいません。面白い事、珍

しい事など有りましたら役
場企画室までご連絡下さい。 
費 53-2111 内線286 

豊サ兼つ正 タ

勝 ト 雄や由 ケ 

鈴角 秋原 i畢黒

木田 元 田 田 川 

木木瀬倉木瀬倉木 

金金嘉川 金嘉 

一
 
討
フ

l

さ
．
ノ
くノ
ニ
ー
．一
一
 
ま
穆
H

グ
“
雌
心
てす
 

一
 

』

一
一

一一
一
一
一『

一
一一 

羅
雛
議
藩
（
難
難難）
「
一一
 

麟
議
一
 

繊
一
一
一
一

一一一
一
一

一
 

覇
き
鱒
響
難
難
醸難
一
 

一

一
一
一一
一
一
一
一一

『

一
一
一一
一」  

ー
ス
 

、
 

 難
驚
麟
 

了
〕参
加
で
き
る
教
室
や
大
会
を
開
 
ワ
イ
イ
女
性
の
多
い
こ
と
が
嬉
し

一
 

一
一
 
糾
一
 

曹
鷺
一潜
一
 

一
興
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
 
テ
ニ

ス
に
興
味
が
あ
り
、
楽
し

ー
 

ー
と
こ
ろ
、
こ
の
活
動
が
認
g
ら
れ
 
み
た
い
方
は
是
非
ク
ラ
ブ
に
加
入
一

一
思
い
が
け
な
い
県
ス
ポ

ー
ッ
奨
励
 
し
て
下
さ
い
o
 

一

一
賞
を
頂
き
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
o

連
絡
先
 
云
五
三
ー
ニ
ニ
四

ー
 
ー
 

ー
 
ス
タ
ー
ト
当
時
は
、
テ
ニ
ス
コ
 

会
長
 
工
藤
ま
で
一
 

	ノ 

前年同月比

△ 85人

△ 84人

△ 169人 

L 	11 

2月末現在 

6,086人 

6,703人 

12,789人 

男 

女 

計 

世帯数 3,871 

、
 

ノ
 

人
ロ
と
世
帯
 

／
 

、
 

は じめま して 
れ い か 

玲 佳ちゃん 

1月20日生まれ 
体重 4,032g 
第二金木団地48号 

桑田一仁さんの長女 
元気で思いやリのある子 
に育ってほしい 

（母 美穂子より） 

じゆんけい 

（母 真由美より） 

潤 圭ちゃん 

1月26日生まれ 
体重 3,650g 
嘉瀬上新町 

大屋正彦さんの長男 
明るく元気で育ってほし 
し、 
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